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8)新 しい刺激波形 (広帯域 多義複 合波)によ

る威治療 (テ ク トロン)の試 み

--波形からみた分析-

安宅 豊史 ･福田 -…十
新潟
教室 大学麻酔学 )

近藤 亨 (メディカルサプライ)

ペイソクリニック外来ではき神経ブロック療法の補助

手段として,電気刺激墳法を用いている. しかし,通電

療法をこぼ稜々の波形が僚潤され一定なものはない.今回

我々は. ノ仁ズを利鞘した刺激方法に 0.5-10ト1Z程度

の低頻度刺激を-ソマ-として重複させた広帯域多重複

合波を鋸治療をこ応潤 したテクトロン⑧を使用する経験を

得,他機種の波形上の特徴を含めて比較検討した.その

結果,テクトロン⑧は,他機種に比べ,独創的な波形で

鍍刺激の持つぴりぴりという刺激感が無 く,除痛効果も

十分得られ,その有効性が確認された.

Ⅱ . 記 念 講 演

新 潟 麻 酔 懇話 会20周年を迎 えて

新潟大学医学部麻酔学教室教授

~F 地 恒 架 先牛

医学教 育 の変 遷 :米国 と日本

ニューヨーク医科大学教授

麻酔 学 を進めた 発 想 の転換の数々

熊本大学名馨教授 ｡熊本綜合医療福祉学院長

森 岡 亨 先生

麻酔-の私のかかわ り

山形大学名替教授 ･山形県立 日本海病院長

脳死か ら私が学 んだこと

山口大学名著教授 ･小倉記念病院長

武 下 浩 先生
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Ⅰ. 一 般 演 題

1)多彩な血栓症状を豊 したプロテイソC欠乏

症(フ)1例

寮田 寮好 ･高井 和江 (新潟市民病院内科)

膏木葉一郎 (岡 心臓血管外科)

多彩な血栓症状を皇したプロティyC欠乏症例を報告

する.

畑土髄卒中で死亡 1991年4月右下肢静脈血栓症 (当

時75才)で発症,このときシソチグラムで陳旧姓肺梗塞

もあり,ウロキナーゼ投与後ワ-ファリン,10月よりア

スビりン内服.1992年2月両下肢血栓性静脈炎.1994年

3月再発性陳旧性肺梗塞.この後r7-7｢･りンに加え､

パナルジソ併鳳

1994年4月心筋梗塞 仁F壁),右第1.第2指壊死,

脳 CT で左前頭黄に LDA (+),肺梗塞巣拡大 (+).

プロテイソC活性38%.この他プロテイソS,AT-勘

αrpⅠ,プラスミjゲソ,PAト1等正常で,ル-ブスア

ソチコアグラソトも陰性であった.

1994年9月右上肢静脈血栓症に活性化プロテインC

製剤の投与が有効であった.

2)現場か らみた経 口抗凝固療法 コン トロール

の標準化について

竹内 文 ･小林 東.f一
古藤 祐子 ･長谷川 誠
大西 昌之 ･渡部 透 (新潟南病院)

近年,経E3抗凝固療法の適応患者が増加し医療顔閑を

移動する可能性が大きくなったため施設間においてのデ一

の々互換性が求めrlれている.そこで,PT を ISI;/INR

方式で表記することがすすめられている.今回,Fr,TT,

HFrを測定比較 し,経口抗凝固療法のコントロー一,i,に

はどの方法が有用なのか,現場では対応できるのか検討

したので報告する.TT (%)KFr(%)PT (%),'m

(INlミ)と H~Fr(TNR上 Fr(INR)について相関を検

討した,

FT(INR)は,TT (%)とも相関がよく再現性もよ


